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公益社団法⼈ジャパンチャレンジャープロジェクト
info@japanchallengerproject.com

JAPAN CHALLENGER AWARD in京丹後
京丹後発︕ICT×地⽅創⽣甲⼦園



地⽅創⽣アワードの想い
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昨今の⽇本は課題先進国と叫ばれて久しく、⼈⼝減少・少⼦化・⾼齢化・⾃治体の
財源難などの課題が深刻化しています。また、コロナショックにより、様々な活動が
⾃粛されております。その⼀⽅で「住まい」と「観光ビジネス」では地⽅の価値が⾒
直されています。次なるインバウンドが再来すると思われ、観光業への可能性もさら
に⾼まり、地域起業家の輩出が⼀層重要になったと感じております。
⼈々がこれらのリスクをチャンスに変え、地⽅創⽣事業を成功させるには、⾏政が

もつ経験やノウハウに加え、⺠間企業が持つ「知恵とノウハウ」を効果的に活⽤しなが
ら、各地域が産官学連携による《地域のグランドデザイン》を描き具体的な事業に落
とし込む地域戦略が必要です。歴史的⽂化、景観、⾷材などのブランド構築･･･。
今や地⽅には、⾷の六次産業、観光プログラムなどの原⽯が埋まっています。その

原⽯である地域起業家（ジャパンチャレンジャー）が宝⽯として⼒を発揮し、描いた
事業で地⽅を輝かせていくために、私たちは『彼らをいかに磨き上げるか』が⼤事で
あると考えます。
彼らに経営の原理原則《ミッション・ビジョン・戦略》を学び、彼らが⾒出したビ

ジネスプランを地域の⽅々に聞いていただき、共感・賛同・協⼒を得て事業として育
てていく、そんなトータルサポート体制を構築していきます。
また、京丹後市は、SDGs未来都市となり、国内、世界が注⽬する地域です。SDGs

未来都市でのコミットを市⺠に共有し、いかにして実現するかなど、このイベントを
通じて形になれば幸いです。
『地⽅創⽣の祭典〜JAPAN CHALLENGER AWARD 』は「地⽅(地元）起業こそ最強
のビジネスモデル〜チャレンジャーの発表の場」です。
京丹後市を愛する地元事業者や地元⾼校⽣など将来のシゴトにできる事業モデルを発
表する機会を設け、単なる夢物語ではない「事業チャレンジ」をサポートしていきた
いと考えています。
また、京丹後市から、全国の⾼校⽣からICTを活⽤した地⽅創⽣モデルのアイデアを
募集を⾏い、これからの京丹後市の地⽅創⽣事業に提案していきます。
なお、当イベントの主催は、京丹後市と商⼯会など創業に関わる団体と連携し、京

丹後市総がかりのプロジェクトにします。その結果イベントを通じて、⼀気に京丹後
市が⽬指す地⽅創⽣事業を形にしていきます。

公益社団法⼈ジャパンチャレンジャープロジェクト
代表理事 中川直洋

JAPAN CHALLENGER AWARD in京丹後 京丹後発︕ICT×地⽅創⽣甲⼦園
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当団体の理念について
理念

KPI（2030年）

戦略

ミッション ---地域起業家をつくる
地域起業家が⼈気業種となり、地⽅創⽣事業が各地域で成功している。
ビジョン ---地⽅創⽣ベンチャーがITベンチャーと同様主流となる。
地域が社会課題と⾔われたことが、昔の話と⾔われる。
⽇本が、起業後進国から起業先進国へ仲間⼊りする。
バリュー ----地域起業家のプロデューサーとなる
地⽅創⽣事業にチャレンジする地域起業家の発掘、育成、発表、起業をトータルサポートする。

・地⽅創⽣事業モデルを100地域で,JAPAN CHALLENGER AWARD（SEMINAR)を開催する。
・地域起業家から10社新規上場企業に導く。
・⼤学、⾼校、中学校に「起業体験プログラム」を1000校に導⼊する。

ブランディング ︓私たちは、地域で起業に挑戦する地⽅創⽣チャレンジャーの発掘、育成、発表、起業をトータ
ルサポートする。地域起業家向けに「JAPAN CHALLENGER AWARD 」を運営し、ビジネスアイデアをビジネスモ
デルまで構築する実践型プログラム 東京証券取引所と連携したJPX起業体験プログラムを展開している。
マーケティング
地域起業家、そして地⽅創⽣事業に関わるステークホルダー、地域の地元⾼校⽣などワカモノ
マネジメント
公益事業として、経営、⾦融、IT、観光など各専⾨のプロを理事として、実⾏部隊はこれからの主役である「ワカ
モノ」で運営

会⻑ 藤野英⼈（実⾏委員⻑、審査委員⻑、講師）
レオス・キャピタルワークス（株）代表取締役社⻑ 東証アカデミーフェロー

副会⻑ 柳澤⼤輔 （実⾏委員⻑、審査委員⻑、講師）
⾯⽩法⼈カヤック 代表取締役社⻑

代表理事 中川直洋（総合プロデューサー）
地域活性化伝道師（内閣府地⽅創⽣推進事務局）地域⼒創造アドバイザー（総務省）
弥蔵舎（株）代表取締役、百笑の暮らし（株）取締役、⾯⽩法⼈カヤック顧問

事務局
松井⼤介（プロデューサー・チーフディレクター）
⼭川太郎（アソシエイトプロデューサー）
池嶋亮 （アソシエイトプロデューサー）
奥川季花（ディレクター）25歳
⼤浦佐和（講師・コーディネーター・ディレクター）24歳
東⽥⼀起（プロデューサー・ディレクター）24歳
樽本理⼦（プロデューサー・ディレクター）22歳
⻑⽥楓加（アシスタントプロデューサー）20歳
⾼橋勇作（アシスタントディレクター）20歳

業務執⾏理事仲⽊威雄（管理部⾨統括、司会、講師）tsumiki証券（株）代表取締役COO
理事

江成道⼦（審査員、講師（⼀社）シングルマザー⽀援協会 代表理事
勝⾒成久（営業担当）サポートワン（株） 代表取締役
⽩柳雅⽂（運営担当）（株）エイト 代表取締役
本⽥亮 （ブランド担当）本⽥亮事務所 代表取締役
町井則雄（運営担当）（株）SHINKA代表取締役
渡邊智惠⼦ アバンティ（株）代表取締役会⻑
村⼝和孝（審査員）⽇本テクノロジーパートナーズ 代表取締役
関 幸⼦ ローカルファースト研究所代表

監事
⾏⽅⼀正 （株）ピーストラベルプロジェクト（元HIS代表取締役専務）
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公益社団法⼈ジャパンチャレンジャープロジェクト

コンセプトと⽬的 展開イメージ

コロナショックにより、都⼼から地⽅への関⼼が⾼まり、
実際リビングシフトが加速している。また近年、起業に
関⼼が⾼まり起業家育成が重要性が問われています。地
⽅起業で事業を軌道に乗せることこそ、真の地⽅創⽣事
業と考えています。地⽅には、地域の魅⼒や地域課題を
事業で解決する仕組みを構築しなければなりません。 地
域起業家は、事前に専⾨家による指導や勉強会に参加し、
地⽅の魅⼒や地域課題をビジネスプランをティて発表し
ていきます。地域起業家の熱い思いを多くの市⺠が聞く
ことで、⾃分たちの⼒で地域を元気にしたい・できる︕
という意識を育み醸成させ、地域創⽣につながるムーブ
メントを創出していきます。

地域で起業に挑戦する地⽅創⽣起業家（地⽅創⽣チャレンジャー）の発掘、育成、発表、起業のトータルサポート
地⽅創⽣事業のビジネスアイデアをビジネスモデルまで構築する実践型のビジネスコンテスト＆ビジネスマッチングを運営
地域地元の中・⾼・ ⼤⽣を対象に 起業体験のセミナー、イベントを運営

企
画
概
要

①当地で起業を考えている、地⽅に関⼼がある都⼼の⽅々から募集を⾏います。（SMOUT)
②当地域でビジネスモデルの構築〜事業化までをJAPAN CHALLENGER  SEMINAR
③JAPAN CHALLENGER AWARD を当地で開催
④経営や資⾦等、スタートアップまでサポートし、事業成功に導きます。

公⺠連携プロジェクト貢献

「地⽅創⽣」事業を成功させるには、⾏政が持つ従来の経
験やノウハウに加え、⺠間企業が持つ「知恵とノウハウ」
を効果的に活⽤しながら、｢公⺠」連携による
『地域のグランドデザイン』を描き、⺠間主体による
起業や事業を促進し、公⺠連携プロジェクトへ貢献します。

JAPAN CHALLENGER AWARD 地⽅版は、⾃治体は商⼯
会、観光協会などで委員会を組成します。そして地元⾦融
機関、企業がサポートし、観覧には地元⾼校が参加します。
イベントは祭と同様、地域が固まります。ビジネスコンテ
ストをイベント化する事で、地域貢献につなげます。

地⽅創⽣では、「商売」が最⼤の鍵です。これらの「経
営」「商売」を学び、活気あふれる地域として、町づくり
に貢献しいます。

いざ鎌倉︕JAPAN CHALLENGER AWARD 推薦
全国区の地域起業家として、全国、世界レベルのビジネスモデルへ展開

組
織

イベントを通じた地域への貢献

まちづくりに貢献

育成発掘 発表 ⽀援

STEP
１

STEP
２

STEP
３

STEP
４

STEP
５

STEP
６

STEP
７

STEP
８

ＸＸ
締切 セミナーへの参加を申込みます。

セミナーの 
申込み

セミナーの
受講

アワードの
エントリー

発表者の
選定

起業や新規事業のビジネスモデルを構築するため、著名な経営者である
理事など専⾨家のを講師陣による勉強会を開催します。「地⽅起業の教科書」

起業や新規事業のビジネスモデルをAWARDで発表し、サポート企業やファンド等から
の⽀援を受けたい場合は、夢AWARDへエントリーし、事業計画を提出します。

事業計画に対して審査を⾏い、JAPAN CHALLENGER AWARD 地⽅版でビジネスモデ
ルを発表する 決定 ファイナリストを決定します。

事業計画 
策定

発表者に対して、事業計画・ビジネスモデルをブラッシュアップする個別指導を⾏い
ます。 また、ステージ上でのプレゼンテーションの個別指導も⾏います。

アワード
発表

起業・新規
事業の準備

起業・新規
事業スタート

ビジネスモデルを発表します。審査員、協賛企業、会場の参加者からの投票で、
AWARD受賞者（グランプリ）が決定。観覧者は地元⾼校⽣など推進していきます。

AWARD受賞者ならびに優秀者に対して、サポート企業からの具体的な⽀援がスタート
します。（⽀援企業・⽀援内容は事業計画の内容によって異なります。）

市内での起業、または新規事業がスタートします。

ＸＸ
開催

ＸＸ
締切

ＸＸ
決定

ＸＸ
まで

ＸＸ
開催

ＸＸ
から

順次
開始

2020年、藤野英⼈、柳澤⼤輔と中川直洋が、公益社団法⼈を設⽴。
理事は著名な経営者、事務局員は若者主体で運営。 「地⽅起業こ
そ最強のビジネスモデルである」を地⽅創⽣に提唱しています。

地域課題をビジネスで解決するソーシャルビジネスアイデアを持った地域の地元事業者、地域起業家、地域おこし協⼒隊、学
⽣などによるビジネスプラン発表と、そのビジネスプランを応援したい地元企業や⾦融機関等とのビジネスマッチングを⾏う
コンテストです。
審査員、サポート企業、観覧者からの投票でグランプリ、準グランプリを決定。発表者は、“思い” をビジネスプランとして磨
き上げ、発表することで地域創⽣につながるムーブメントを創出していきます。
この⼤会を経た発表者はいざ鎌倉︕地⽅創⽣の祭典〜JAPAN CHALLENGER AWARD 〜（全国版・鎌倉）に推薦いたします。

JAPAN CHALLENGER AWARD in京丹後 京丹後発︕ICT×地⽅創⽣甲⼦園
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JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

■概要
地域の課題を観光をテーマにしたビジネスで解決するソーシャルビジネスアイデアを持ったU35
の地域起業家、地域おこし協⼒隊、地元⾼校⽣たちによるビジネスプランプレゼンテーションと、
その事業を応援したい当地の企業とのビジネスマッチングを⾏い、サポート企業、審査員、参加
する観覧者からの投票でグランプリも決定します。
登壇するプレゼンターは、起業の専⾨家による指導や勉強会に参加し、地⽅をもっと元気に、
もっと良くしたいと願う “思い” をビジネスプランとして磨き上げ、チャレンジャーの熱く強い
思いを多くの⼈が聞くことで、⾃分たちの⼒で地域を元気にしたい・できる︕ という意識を育
み醸成させ、地域創⽣につながるムーブメントを創出していきます。

■⽇程 2021年11⽉7⽇（⽇）13:30-16:00
■場所 ⾦⼑⽐羅神社
■主催 京丹後市
■共催 公益社団法⼈ジャパンチャレンジャープロジェクト
■特別協賛 アサヒグループホールディングス株式会社
■後援 近畿経済産業局

京丹後発︕ICT×地⽅創⽣甲⼦園

京丹後発︕JAPAN CHALLENGER AWARD 2021

■概要
全国の⾼校⽣から京丹後市を盛り上げる地⽅創⽣ビジネスモデルを⼤募集します︕
参加者の皆さんには、7⽉にプロ経営者やiU情報経営イノベーション専⾨職⼤学の講師等の4回
に及ぶオンラインセミナーを受講して頂きます。
また市外からの参加者の皆さんは、「京丹後発︕ICT×地⽅創⽣甲⼦園」プログラムでは全国の
若者（⾼校⽣・⼤学⽣）から募集を通じて、京丹後市が進める「未来⼈材育成プロジェクト」を
アピールし、京丹後市の関係⼈⼝を拡⼤していきます。

■⽇程 2021年11⽉7⽇（⽇）9:00-12:00
■場所 ⽇清製作所 創業記念館
■主催 京丹後市
■共催 公益社団法⼈ジャパンチャレンジャープロジェクト
■後援 総務省 ⽇本取引所（東証）グループ など
■協⼒ TURNS
■参加 ⼤学⽣や⾼校⽣、若⼿起業家など

JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後
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プログラム

1部（⾼校⽣の部）
9︓00 – 12 : 00
・オープニング ⼤会委員⻑挨拶
・各⾼校の発表会 (7分）× 14チーム
・コメンテーター（審査員）からの感想・アドバイス
・市⻑の感想

２部（地元起業家の部）
13︓30 – 15︓00
・京丹後市地元プレゼンテーターの発表（7分）× 7名
・審査発表（グランプリ決定）
・エンディング 審査委員⻑総評

体制
■プレゼンター︓①全国からの地元⾼校⽣（京丹後市内含む）

②京丹後市内で地⽅創⽣事業を進める地域の起業家
■審査員・コメンテーター（候補）

・中⼭泰（京丹後市⻑）
・柳澤⼤輔（⾯⽩法⼈カヤック代表取締役社⻑）
・美濃和男（株式会社WOW WORLD代表取締役社⻑）
・中村伊知哉（情報経営イノベーション専⾨職⼤学学⻑）
・藤野英⼈（レオス・キャピタルワークス代表取締役）
・池⽥佳代⼦（京丹後 宿 おかみさんの会座⻑）
・平野卓（株式会社⽇進製作所代表取締役社⻑）

■司会︓杉本かおり・仲⽊威雄
■審査委員⻑︓ICT 柳澤⼤輔（⾯⽩法⼈カヤック 代表取締役社⻑）

AWARD 藤野英⼈（レオス・キャピタルワークス代表取締役）
■プロデューサー︓中川直洋（JCP代表理事）
■ディレクター︓松井⼤介（JCP事務局）

仁井ひな （JCP事務局）
東⽥⼀起（JCP事務局）
外所ゆか（JCP事務局）
廣⽥修造（JCP事務局）

■地元コーディネーター︓濱⽥祐太（株式会社ローカルフラッグ）

JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後
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JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

週: 開始時刻: 9:00:00

Time Lap Program Contents

9:00 0:03 オープニング映像
9:03 0:07 MC登場、プログラム紹介、審査員紹介
9:10 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
9:10 0:05:00 発表
9:15 0:00:30 ⼊れ替え
9:16 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
9:16 0:05:00 発表
9:21 0:00:30 ⼊れ替え
9:22 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
9:22 0:05:00 発表
9:27 0:00:30 ⼊れ替え
9:28 0:02:00 審査員感想・アドバイス１　中⼭泰⽒、柳澤⼤輔⽒ 発表者１へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
9:30 0:02:00 審査員感想・アドバイス２　池⽥⾹代⼦⽒、藤野英⼈⽒ 発表者2へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
9:32 0:02:00 審査員感想・アドバイス３　中村伊知哉⽒、美濃和男⽒ 発表者3へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
9:34 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
9:34 0:05:00 発表
9:39 0:00:30 ⼊れ替え
9:40 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
9:40 0:05:00 発表
9:45 0:00:30 ⼊れ替え
9:46 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
9:46 0:05:00 発表
9:51 0:00:30 ⼊れ替え
9:52 0:03:00 審査員感想・アドバイス4　池⽥⾹代⼦⽒、柳澤⼤輔⽒ 発表者4へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
9:55 0:03:00 審査員感想・アドバイス5　中村伊知哉⽒、平野卓⽒ 発表者5へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
9:58 0:03:00 審査員感想・アドバイス6　藤野英⼈⽒、美濃和男⽒ 発表者6へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
10:01 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
10:01 0:05:00 発表
10:06 0:00:30 ⼊れ替え
10:07 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
10:07 0:05:00 発表
10:12 0:00:30 ⼊れ替え
10:13 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
10:13 0:05:00 発表
10:18 0:00:30 ⼊れ替え
10:19 0:03:00 審査員感想・アドバイス７　　平野卓⽒、柳澤⼤輔⽒ 発表者7へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
10:22 0:03:00 審査員感想・アドバイス８　　中村伊知哉⽒、平野卓⽒ 発表者8へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
10:25 0:03:00 審査員感想・アドバイス９　　美濃和男⽒、藤野英⼈⽒ 発表者9へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
10:28 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
10:28 0:05:00 発表
10:33 0:00:30 ⼊れ替え
10:34 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
10:34 0:05:00 発表
10:39 0:00:30 ⼊れ替え
10:40 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
10:40 0:05:00 発表
10:45 0:00:30 ⼊れ替え
10:46 0:03:00 審査員感想・アドバイス10　中村伊知哉⽒、中⼭泰⽒ 発表者10へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
10:49 0:03:00 審査員感想・アドバイス11　美濃和男⽒、柳澤⼤輔⽒ 発表者11へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
10:52 0:03:00 審査員感想・アドバイス12　池⽥⾹代⼦⽒、藤野英⼈⽒ 発表者12へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
10:55 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
10:55 0:05:00 発表
11:00 0:00:30 ⼊れ替え
11:01 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
11:01 0:05:00 発表
11:06 0:00:30 ⼊れ替え
11:07 0:03:00 審査員感想・アドバイス13　中村伊知哉⽒、柳澤⼤輔⽒ 発表者13へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
11:10 0:03:00 審査員感想・アドバイス14　中村伊知哉⽒、藤野英⼈⽒ 発表者14へ1~1.5分　感想・アドバイスの共有
11:13 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
11:13 0:05:00 発表
11:18 0:00:30 ⼊れ替え
11:19 0:00:30 ⼊れ替え　司会紹介
11:19 0:05:00 発表
11:24 0:00:30 ⼊れ替え
11:25 0:03:00 審査員感想・アドバイス15,16　中⼭泰⽒
11:28 0:05:00 司会　感想　この後の段取り
11:33 0:15:00 審査員　投票
11:48 0:02:00 ⾼校の部発表（柳澤さんから）グランプリ感想
11:50 0:05:00 市⻑総論
11:55 0:05:00

京丹後発︕ICT×地⽅創⽣甲⼦園
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8

JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

タイムスケジュール（AWARD）

週: 開始時刻: 13:30:00

Time Lap Program Contents

13:30 0:05 オープニング映像
13:35 0:10 MC登場、発表者紹介、プログラム紹介
13:45 0:10 発表者紹介
13:55 0:08 審査員紹介 1分紹介
14:03 0:00:30 入れ替え　司会紹介
14:03 0:07:00 発表
14:10 0:01:00 司会クロストーク
14:11 0:03:00 審査質疑
14:14 0:00:30 入れ替え
14:15 0:00:30 入れ替え　司会紹介
14:15 0:07:00 発表
14:22 0:01:00 司会クロストーク
14:23 0:03:00 審査質疑
14:26 0:00:30 入れ替え
14:27 0:00:30 入れ替え　司会紹介
14:27 0:07:00 発表
14:34 0:01:00 司会クロストーク
14:35 0:03:00 審査質疑
14:38 0:00:30 入れ替え
14:39 0:00:30 入れ替え　司会紹介
14:39 0:07:00 発表
14:46 0:01:00 司会クロストーク
14:47 0:03:00 審査質疑
14:50 0:00:30 入れ替え
14:51 0:10 まだまだいるよ。京丹後起業家たち 発表者（小嶋さん）
15:01 0:00:30 入れ替え　司会紹介
15:01 0:07:00 発表
15:08 0:01:00 司会クロストーク
15:09 0:03:00 審査質疑
15:12 0:00:30 入れ替え
15:13 0:00:30 入れ替え　司会紹介
15:13 0:07:00 発表
15:20 0:01:00 司会クロストーク
15:21 0:03:00 審査質疑
15:24 0:00:30 入れ替え
15:25 0:00:30 入れ替え　司会紹介
15:25 0:07:00 発表
15:32 0:01:00 司会クロストーク
15:33 0:03:00 審査質疑
15:36 0:00:30 入れ替え
15:37 0:05:00 司会　感想　この後の段取り
15:42 0:15:00 審査員　投票
15:57 0:02:00 一般の部発表（藤野さんから）グランプリ感想
15:59 0:05:00 藤野さん総評
16:04 0:05:00 市長感想
16:09

京丹後発！JAPAN CHALLENGER AWARD 

発表者−１ 藤村幸澄
審査員 中山泰氏、藤野英人氏

発表者−２ 浅川遼太郎
審査員 平野卓氏、美濃和男氏

発表者−３ 小島怜
審査員 池田香代子氏、中山泰氏

発表者−４ 福崎智子
審査員 藤野英人氏、柳澤大輔氏

発表者−５ 鈴木秀顕
審査員 平野卓氏、美濃和男氏

発表者−６ 安田大輝
審査員 中山泰氏、柳澤大輔氏

発表者−７ 野木久聖
審査員 池田香代子氏、藤野英人氏
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JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

京丹後発︕JAPAN CHALLENGER AWARD 2021

審査基準

各25点の100点満点で採点される

・MCの合図で、審査員控室に移動
・審査基準の各選考項⽬毎に割り当てられた点数を各ジャパンチャレンジャーごとに採点
・さらに審査員(独⾃の)個⼈評価点を加算した点数を各ジャパンチャレンジャーの得点とする

審査方法

・中⼭泰（京丹後市⻑）
・藤野英⼈（レオス・キャピタルワークス株式会社 代表取締役社⻑）
・柳澤⼤輔（株式会社カヤック 代表取締役）
・池⽥⾹代⼦（京丹後 宿 おかみさんの会 座⻑）
・美濃和男（株式会社WOW WORLD 代表取締役）
・⽥中孝幸（株式会社⽇進製作所 総務部⻑）

審査員

9



JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

京丹後発︕ICT×地⽅創⽣甲⼦園

審査基準

各25点の100点満点で採点される

・MCの合図で、審査員控室に移動
・審査基準の各選考項⽬毎に割り当てられた点数を各ジャパンチャレンジャーごとに採点
・さらに審査員(独⾃の)個⼈評価点を加算した点数を各ジャパンチャレンジャーの得点とする

審査員全員⼀律の採点基準ラインを70点とし、
各審査員が独⾃の価値観に基づきそれぞれのプレゼンターを採点。

× 審査員７⼈

＝

総合点で順位決定

審査方法

審査員それぞれの視点から、総合的に評価 の合計100点満点
①共感性 多くの人が応援したくなるか

②社会性 その事業が実現されれば、SDGs等 社会がより豊かになるか

③ビジネスアイデア ICTを活用して実現可能性

④プレゼンスキル
・話し方・スライドの完成度・態度 など

10

・中⼭泰（京丹後市⻑）
・中村伊知哉（情報経営イノベーション専⾨職⼤学学⻑）
・藤野英⼈（レオス・キャピタルワークス株式会社 代表取締役社⻑）
・柳澤⼤輔（株式会社カヤック 代表取締役）
・池⽥⾹代⼦（京丹後 宿 おかみさんの会 座⻑）
・美濃和男（株式会社WOW WORLD 代表取締役）
・⽥中孝幸（株式会社⽇進製作所 総務部⻑）

審査員
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ICT甲⼦園

⼭⼝由⼈（やまぐちゆうじん）
⾃⾝が創設した「⼀般社団法⼈SUSTAINABLE GAME」で実施
している事業を京丹後にも展開し、京丹後の若者が活躍できる
機会の提供
①Fleareオンラインプラットフォーム︓⼈と世界を知る場を増
やす
②中⾼⽣と企業のESG共創環境の構築︓課題発⾒と解決に向け
たスキル獲得
③ソーシャルグッドなリアリティ番組「SPINZ」︓共創のイン
フラを整える

JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

グランプリ

佐久間奎吾（さくまけいご）
修学旅⾏客を京丹後に集客することで、将来的に⼦供たちに京
丹後を勧めたいと思う町にする。

藤井⼀磨（ふじいかずま）
⽐留間光洋（ひるまみつひろ）
京丹後オリジナルのプリントTシャツを作成し、京丹後以外の
場所で京丹後のPRができるシステムを構築。
また、SNSを掛け合わせて、京丹後の魅⼒を外の⼈たちにも
知ってもらう。

新美陸⼈（しんみりくと）
廃墟を観光地化してしまう「逆張りの地⽅創⽣」を提案。
サバイバルゲーム×廃墟でマニアの⼼をグッと引き込む。
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JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

吉井滉（よしいこう）
リアルタイムでお店の営業状況がわかるボタンでTwitterに⾃
動更新。
⼿軽にできてお店も顧客もハッピーに。

佐々⽊啓佑（ささきけいすけ）
⼩崎航平（こざきこうへい）
古⾕友吾（ふるたにゆうご）
紀州備⻑炭を製作する過程で商品にならないサイズの炭が発⽣
する。その炭を活⽤して京丹後の枝⾖を焙煎して販売する。そ
れらをSNSなどを利⽤し発信する事で、全国に取り組みが知れ
渡る仕組みを作る。

柴⽥花菜（しばたはな）
多国籍グルメイベントで京丹後の外国⼈と⽇本⼈を集めるSNS
グループを作成し、将来的には⽇本在住外国⼈向けアプリの政
策を考えている。

井庭晴⾹（いばはるか）
南部優実（なんぶゆみ）

⼤学⽣向けの地⽅留学プログラムの提供。
まちのコイン制度を利⽤し、まちへのボランティアを実施しな
がら、京丹後のいいところを知ってもらう。
SDGsを絡めた新しいプログラム提供を考案。
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JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

溝⼝琳⾹（みぞぐちりんか）
誰にも邪魔されずに過ごせる⾃分だけの⼀部屋を提供
空き家や、マンションなどの空きスペースを利⽤して、⼀⼈に
なりたい⼈のための部屋を貸し出すビジネス

⾼橋広⽃（たかはしひろと）
伝説が残る⽴岩で⻤ごっこをしながら町のためのボランティア
活動を実施するツアーの企画提案。
まちのコイン×本気のアソビで京丹後を盛り上げる

伊勢桃菜（いせももな）
髙⽊碧花（たかぎあおか）
宮内杏海（みやうちあみ）

銚⼦の観光ルートをアプリで提案。
将来的に銚⼦でとれた⿂が取って⾷べられるような「体験型飲
⾷店」を考案している。

星加拓海（ほしかたくみ）
川⽥かんな（かわだかんな）

⾃販機より安く、好きな量を、好きな時に学⽣⽔を飲めるよう
に
学校や駅にウォーターサーバーを置くビジネス
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JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

井上愛結（いのうえあゆ）
⼩倉七海（おぐらななみ）
坂本祐亜（さかもとゆうま）
野村諒太（のむらりょうた）
⼈羅海留（ひとらかいる）
⼭中莉彩（やまなかりさ）
京丹後⾃慢をぎゅっと集めたマップアプリ︕
みんなの投稿で京丹後のいいとろこがすぐにわかる︕

丸太⼤貴（まるただいき）

折⼾志帆（おりとしほ）
近藤ことは（こんどうことは）
鈴⽊怜菜（すずきれいな）
⾼⼭桃⼦（たかやまももこ）
⻄⼭爽太（にしやまそうた）

たんごちりめんの新しいギフトの形。京丹後名物を全国へ︕
ホテルのアメニティー利⽤で家族層を取り込む。

井上美奈（いのうえみな）
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京丹後発︕JAPAN CHALLENGER AWARD 2021

藤村幸澄（ふじむらゆきずみ）
株式会社Provers
「スマホで地⽅応援︕全く新しいスマートフォン教室のカタチ」

⼤⼿携帯キャリアの経験を経て、京丹後発のsimカードを創り出
す。
また、スマホ教室やプログラミング教室を展開し、⼦供からお年
寄りまで幅広い層を取り込む。

JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

グランプリ

浅川遼太郎（あさかわりょうたろう）
⽇の出
「京丹後発︕和製スマートシティー」

外装が⽵でできた電動キックボードを京丹後に展開し、新しい
移動の形を提供。

福崎智⼦（ふくざきともこ）
「まちの⼩さなハローワークで全ての働きたいに応える︕」

⾃⾝の経験から、短時間でも働ける労働者と⼀定の期間仕事を
⼿伝って欲しい事業者とを繋ぐ事業を提案。

⼩島怜（こじまれい）
OYAOYA
「おいしい︕を耕そう。」

京丹後でできた規格外野菜を乾燥させ、乾燥野菜チップスとし
て販売する。
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京丹後発︕JAPAN CHALLENGER AWARD 2021

鈴⽊秀顕（すずきひであき）
⼀般社団法⼈社会デザイン協会
「SDGsスクール・プロジェクト京丹後」

既存の教育⼿法への疑問、及び公平性が失われた学習の是正を
⽬指し動いているプロジェクトを京丹後に提案。
これからの時代を担う⼦どもたちが⾃主的に活動ができる機会
を提供。

JAPAN CHALLENGER AWARD 京丹後

安⽥⼤輝（やすだだいき）
SendoYa
「地元に帰れば帰るほど喜ばれるアナタになるマッチングサー
ビス Guild 」

地元に帰りたくても帰れない⼈たちが気軽に帰って来れるよう
なシステムを提案。
クエストという形で、⾊々なイベントや仕事を地元でできる。

野⽊久聖（のぎひさとし）
野⽊源
「SDGs未来都市京丹後 究極の地産地消モデル〜これで移住者
を取り込め︕〜」

丹後らしい丹後半農半Xモデルを展開。
①丹⽣style
半農+半遊びで丹後良さを余すことなく堪能する
②丹⽣system
京都北部版 Oisix。地産地消ミールキットサービスの展開


